
副詞 「なかなか」の意味用法 の分析

服部 匡

0 は じめ に

 本稿 は現代語 にお ける副詞 「なかなか 」の意味用法 ・使用条件の分析記述を行な

うもので ある(通 時論的な考察には立ちい らない)。

 現 代語 の副 詞 「な か なか 」 につ いて 、二 種 類 の用法 を認 め る こ とが しば しば行 わ

れ る。 本 稿 は、 典型 的 に二種 類 の 用法 を認 め るが、 同時 に、両 用 法 の 間 の連 続性 、

中 間的 な 領 域 の存 在 にも十 分 に着 目す る立場 に立 つ。 ≪i)

 現代 語 での 「なか な か 」の 意味 用 法 に関 して は、森 田 良行 氏 に よる優 れ た記 述 が

既 にあ る(森 田(1977))。 本稿 も多 くの 点 で森 田 氏の記 述 を踏 まえ た もの で あ る

が、 「な か なか 」 の基 本 的 な意 味 の捉 え方 、 お よび 、具 体 的 な使 用条 件 の派 生 に関

して 筆 者 の考 えを示 し、 特 に 、程 度 を限定 す る用法(本 稿 で言 うB用 法)に お け る

述語 との 共 起 のあ り方 に関 して 、 記述 と原 理 的 な説 明を 試 み、 特 に尺 度 の無 標 方 向

性 との関 連 に 言及 す るも ので あ る。?は 不 自然 さ を表 し、 自然 度 の 判断 は筆 者 自身 の

内 省 に よ る。

1 「な かな か 」の 二 つ の用法

 先 に述 べ た 「な か なか 」に典型 的 に認 め られ る二つ の 用法 とは 、次 の よ うな もの

で あ る。 以下 で は便 宜 上 そ れ ぞれA用 法 、B用 法 と呼ぶ こ とにす る。

(1) 「なか なか 」のA用 法

典型 的 に否 定文n2)に お い て用 い られ 、 「な かな かP'な い 」 の形 で 、期 待

され る事 象P'の 成 立 を容 易 に見 るこ とが で きな い こ とを表 す 。

(2) 「な か な か 」のB用 法

  広義 の 程 度性*31を 有 す る述 語Pを 限 定 して、 見 くびれ な い(軽 く評

  価 して 済 ませ られ な い)程 度 にPで あ る とい うこ とを表 す。

以下に典型的なA用 法の例 をあげる。

(3)

(4)

(5)

待 っ て い るの にな か な か来 な い。

年 末 に ひ い た風 邪 が なか なか 治 らな い。

遷都 の み な らず 、首 都 機能 の 分散 がなか な か実 現 しな いの に は 、お もに2

つ の理 由が あげ られ る。(朝 日88.1.4)

次 に典 型 的 なB用 法 の例 を あ げ る。+4)

(6) そ うそ う、 そ の調 子 。 なか なか 素 質が あ る よ。 (筒 井)
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(7) なか な か興 味深 い経 験 だ った 。

(8) こ う見 えて なか な か頭 はい いの だ よ。 (宮 尾)

さて 、A用 法 に お いて 、(1)で い うP'に な り うるの は動 詞 述 語 に限 り、形 容 詞 述

語 な どは困 難 であ る(× なか な か 赤 くな い 、 ×な かな か完 壁 で な い、 な ど)。P'

にな る動 詞 と して は 「来 る」 の よ うな動 作 性 動 詞 の他 、 「あ る、 い る 」の よ うな状

態性 の 動 詞や 可能 動 詞 な ども 用 い られ る場 合 が あ る。

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

「娘 が適 齢 期 だ け どな か な か縁 が な くて...」 と気 を も んで お られ る親 御 さ

ん も多 いの で は..、。 (新 聞 広 告)

ロ リー タ シ ョップ、nリ ー タサ ロ ン、 そ んな言 葉 か ら、 お 店 を想 像 で きる

人 は、 な か なか い な いの で はな い か と思 い ます。 (内 田)

始め よ う と思 うの だ がな か なか き っ か けが掴 め な い。

この品 物 は なか なか 売 れ な い。

あの雰 囲 気 は、他 所 者 に はな か な か な じめな い。

 A用 法 では、P'は 基 本的 には 、未 成 立 の 状 態 か ら成 立 した状態 へ の 転化 が 考 え

られ るよ うな動 詞 述 語 でな け れ ばな らな い 。 一方 、B用 法 で は、 Pは 、 そ の度 合 の

大 きさ を計 れ るよ う な述語 で な けれ ば な らな い。 と ころが 、A用 法のP'と して 適

格 な述 語 が、 また 、 「P'ナ イ」 全体 と して はB用 法 のPと して適格 で あ る とい う

ことが あ りうる。

 例 え ば、 (14)―(16)の 述語 はは いずれ も 「～ナ イ 」全体 で 程 度性 が あ る と考 えれ

ば、B用 法の 解釈 が 可能 で あ る 。(14)は 通 常 「侮 れ な い」 状態 か ら 「侮 れ た 」状 態

へ の転 化 とい う見方 がな され な い ことか らA用 法 とは解 し難 い が、(15),(16)は 、 文

脈 を度 外 視 すれ ば、 両 様 に解 し う る。(13)の よ うな 例 もB用 法 に解 す る余 地 は あ る

か も しれ な い。 あ る い は両用 法 の連 続線 上 に あ る例 とも見 られ る 。

(14)

(15)

(16)

彼 は あれ で な かな か侮 れ な い(と こ ろが あ る)。

この 子 はな か なか言 う事 を聞か な い。

先生 は レヅス ンを始 め た。 なか な か 肩 の凝 らな い 一時 間 だ っ た。 (イ ッセ

ー)

 既 に述 ぺ た よ うにA用 法 とB用 法 の聞 に は一 種 の連続 個iを認 め な けれ ばな らな い。

「期待 され る事 柄 が容 易に成 立 しな い 」 と い う こ とと、 「あ る事 柄 の 成立 の 困 難度

が、軽 く評 価 出来 な い程 度 に高 い 」 とい う こ との間 には相 通 じるもの が あ るか ら、

B用 法 にお い て、Pが 事 態成 立 の 困難 度 に か かわ る述語 で あ る場 合 に はA用 法 に近

づ くこ とにな る。

 例 え ば次 の3例 の うち、述 語 が 否 定形 式 で あ る く1?)はA用 法 の 例 で あ り、(18),

(19)はB用 法 の例 で あ る と決 めつ け る こと も 可能 で はあ るが、 む しろ これ らの 「な

か なか 」 の用 法 は連 続 線上 に あ る と見 るの が 現象 の素 直 な 捉 え方 で あ ろ う。 嚇5)
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(17) 社会 の意識 や 制 度 はな か なか変 わ らな い。

(18) 社 会の 意識 や制 度 はな か な か変 わ りに くい。

(19) 社会 の意識 や制 度 は なか な か{変 え るのが 難 しい ・変 わ るの に時間 が か か

   る}。

さ ら には、 次 の よ うな例 も、 「読 む のが容 易 で な い 」、 「負 か す の が容 易で ない 」

と考 え れ ば、 上 の例 につ な が る。(17)一(18)一(19)―(20),(21)の 順 に 、 よ りA用 法 の

典 型 に 近 いもの か らよ りB用 法 の典 型 に近 い も のへ と序 列化 で き るも の と考 え られ

る。

(20) この本 は な か なか 難 しい。

(21) 敵 はな か な か手 強 い 。

要 す る に、A用 法 とB用 法 は典 型的 に は 区別 が可 能 で あ って も、互 いに連 続 す る

部分を持 つものであ り、事態成立の困難さを表す述語などの場 合が、 中間領域 に当

たる。

2 分 析

2.1

 冒頭 で述 べ た よ う に、 本 稿 の主 た る関 心 はB用 法 にあ り、A用 法 に つ いて述 べ る

べ き こ とは少 な い。A用 法 に つ いて飛 田 ・浅 田(1994)に 「物 事 の解 決 や 目標 の達

成 を期 待 す る暗示 が あ る」 とあ る。 実際 、通 常 、 「なか な かP'な い 」 は、P'の

成立 が 望 ま しい と考 え られ る文脈 で 用 い られ る。 「なか な か死 なな い 」 とい つ た言

い方 が不 適切 とみ な され や す いの は、 死 を期 待 す る含 みが 生 じ るか らで あ ろ う。 6)

2.2

 本 節で は、B用 法 で の 「な か なか 」 に よって 限定 され る述 語 に課 さ れ る制 約 につ

いて 考 え る ことにす る。筆 者 はB用 法 で の 「なか な か 」の基 本 的 な意 味 特徴 を(2)の

よ うに考 え る。

 飛 田 ・浅 田(1994)に は、 「な かな か 」はf程 度 が平 均 を 上 回 って い る様 子 を表

す 」 とあ るが、例 え ば学 生の 能 力 に関 して 「あ の学 生 はな か な かで き る 」 と言 う場

合 、普 通 は 、単 に平均 を上 回 るで きばえ を意 図 して は いな い。 た だ平均 を上 回 る程

度 な らば 「まあ まあ で き る、割 とで き る」 とい っ た と ころで は な いか 。 む しろ 、 こ

の例 で い えば、 「軽 視 しが た い程 ので きば え、 見 くびれ な い ほ どの で きばえ 」 を意

味 す るの が 「なか な か 」で あ る。

 ここで い うB用 法 にお いて 、Pに な る要 素 の種 類 には制 約 が ある ことを森 田氏 も

指 摘 して お られ る。 上 に述 べ た意 味特 性 か ら、 自ず と生 じる制 約で あ る と思 わ れ る。

例 え ば次 の よ うな 、 自然 度 の相 違 が観 察 され る。 この ような 共起 制 限 の 問題 に つ い
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て以下 詳 し く論 じる。

(22)

(23)

(24)

(25)

(26)

あ の岩 は な かな か{大 きい ・?小 さい}。

この犬 は な か なか{利 口だ ・?馬 鹿 だ}

な か なか が ん ば る。

なか なか て こず らせ る 。

?な か な か 走 る。

 「な か なか 」 と共 起 しやす い述語 とい うの は、お よそ、1 語 彙 的 に肯 定 的 な評

価 を含 む(そ の属性 を有 す る こ とが望 ま しい とみ な され る)述 語 、 ま たは、 文 脈 な

どか ら臨 時 に肯 定 的 に評 価 さ れ る述語 、2 良 い悪 い には必 ず し も関 係 しな いが 、

知 覚 され る、対 象 や 事 象 の存 在 感 の 大 きさ にか かわ る述語 、 の 二 種類 で あ る と言 え

る(両 者 が重 な る部 分 もあ る)。 「見 くび れ ない程度 にPで あ る 」 とい う評価 を下

す ため に は、Pと い う尺 度 に よ つて 計 られ る大 きさを正 の値 と して捉 え る構 え が話

者の 心理 に存 在 しな けれ ばな らな い と ころ か ら生 じる制 限 と考 え られ る。

 まず1に つ いて述 べ る。 「上手 だ、 面 白い、 親切 だ 、丈 夫 だ 、使 い や す い、 美人

だ 、利 口だ 」 な どの よ う に、語 彙 的 に肯定 的(望 ま しい)評 価 を含 む もの は 、 「な

かな か 」 と共 起 す る。 (逆 に こう した述語 は 「ど うも 」・7)、 「今 一 つ 」 と いつ た表

現 と共 起 しに くい)。

 これ らと対 象的 に、 「下 手 だ 、 つ ま らな い、不 親切 だ、 ひ弱 だ、使 い に くい 、ば

か ばか しい 」の よ う に否定 的 な評 価 を含む 述 語(多 くは肯 定的 な 述語 と反 義対 をな

す)は 、(皮 肉 な ど は別 と して)普 通 の文 脈 で は 「な かな か 」 と共起 しな い 。

 また 、例 えば 、 「軽 い 」、 「安 い 」が望 ま しい こ とか ど うか は、対 象 の 種類 や 話

者 の観 点 、文 脈 状況 に よ って 異 な るので それ 自体 が肯定 的 な意 味 を持 つ とは 言 えな

いが、 例 え ば次 の よ う には言 える。

(27) この 登 山靴 はな か なか軽 い。

(28) この 店 は な かな か安 い。

この場 合 は、 「軽 い 」、 「安 い 」が肯定 的 に捉 え られて い る。 つ ま り、 「靴 は軽

い方が 良 い 」、 「店 は安 い方 が 良 い 」 とい う意識 が背後 に存 在 す る。(24)の 「が ん

ば る 」な ども望 ま しい こ と と捉 え られや す い。 この よ うに、 文 脈 か ら臨 時 に望 ま し

い と捉 え られ る述語 は 「な かな か 」 と共起 す る。

 語彙的であ るか文脈状況によるものであるかを問わず、望 ましい とみなされる属

性の大 きさは心理的 に正の値 とみ なされ 「な かなか」と共起す る(お よそ望 ましい

とみなされる属性で あれば、対象 に関して側面的、非本質的な属性であって も差 し

支えない)。

 次 に2に つ いて述 べ る。 これ は1の 場 合 よ りや や定 義 が難 しい 。最 初 に、 尺 度 的

な 述語 にお け る有標 性 と い うこ とを 考 え よ う。Giv6n(1978》 は、 自然 言語 で は尺 度
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性 を 有 す る反 義 対 に 関 し て 有 標(marked)と 無 標(unmarked)の 対 立 が 見 ら れ る こ と を

指 摘 し、"the positive-or unmarked-me曲er of each pair is perceptually

皿ore pro�nent"と 述 べ そ の 根 拠 を あ げ て い る 。 英 語 で の 例 は(29)に 見 られ る。

(29) Giv6n(1978)よ り

 Positive     Negative   Perceptual property

big

long

tall

wide

fat

high

light

fast

loud

sharp

thick

hot

heavy

small

short

short

narrow

thin

low

dark

slow

quiet

dull

thin

cold

light

ease of visual perception

ease of visual perception

ease of visual perception

ease of visual perception

ease of visual perception

ease of visual perception

ease of visual perception

ease of visual perception of rate of change

ease of auditory perception

ease of tactile perception

ease of visual perception

ease of temperature perception

ease of tactile/weight perception

 これ らの全 てが 日本語 にあ て は ま るわ けで はな い が、 「大 き い 一小 さ い、 強 い 一

弱 い、 重 い 一軽 い、 長 い 一短 い 」 と いっ た述 語 の対 にお い て前 者 が無 標 的 で あ る と

みな せ る ことは 、村 木(1987)、 服 部(1993)な どにお い て述 べ られ て い る。(30)}

(31)の よ うな 自然度 の 相 違 が その 一根 拠 とな る。 ≪ﾘ)無標 的 な要 素 は 、何 らか の意

味 で、 知 覚 され る存 在 感 の大 き さに つな が る要 素 で あ り、心 理 的 な正 方 向 を反 映 し

た もの と考 える こ ともで き る。

(30) {大 き さ ・?小 さ さ}は どの く らいか?

(31) これ は あ ま り{大 き くな い ・?小 さ くな い}。 (服 部(1993)参 照)

これ らの対 で は、 前者 つ ま り無 標 的 な要素 は 「な かな か 」 と共 起 しや すい 。

(32) あの岩 はな か な か大 きいで す ね 。

(33) この荷 物 、 な か なか 重 いで す ね。

例 え ば(33)は 、重 い方 が望 ま し くとも 、軽 い 方が望 ま し くとも、 あ るいは特 に ど

ち らが望 ま しい とい う こ とがな く とも用 い られ る。 この よ うに、 無 標 的 な要素 は 、

そ れが 望 ま しいと捉 え られ るか否 か に関 係 な く 「なか なか 」 と共 起 しや す い。'9)

一 方 、有 標 的 な要 素 で は 、そ れ が肯定 的 に評 価 され る こ とが 「な か な か 」に よ る
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限定 を 受 け る ため の条 件 とな る。(34)の よ う に言 え る とす れ ば、 小 さ い こ とが価 値

を持 つ よ うな対 象 を問 題 にす る場 合 な どで あ ろ う。つ ま り1に 該 当す る場 合 で あ る。

(34) これ はな か な か 小 さい 。

同様 、 「(値 段 が)な かな か高 い 」、 「な かな か難 しい 」は、 高 い(難 しい)こ

とが望 ま しい か否 か に関係 な く用 い られ る の に対 し、 「(値 段 が)な か なか 安 い」、

「なか な か簡 単 だ 」が 用 い られ る の は、安 い(簡 単 な)こ とに価 値 が 認 め られ る場

合 に限 られ る。

 以上 に述べ た限 りで は、 「なか な か 」の 共 起 制限 は 「あ ま り～な い 」の そ れ に近

いよ うに感 じ られ る(詳 し くは服 部(1993,1994)を 参照 の こ と)。 しか しな が ら、

実 は 「な か な か 」 と共 起 す る述 語 は 「あ ま り～な い 」の場 合 よ り制 約 され て い る。

 B用 法 の 「見 くび れ な い程度 」 と い う意 味 特 徴か ら、次 の よ うに、 対象 そ の もの

の存 在感 な どに あ ま り結 び付 か ぬ、 いわ ば 「取 るに た らぬ 」属 性 とは、 「なか なか 」

が共 起 しに くい。

(35) この板 は な か なか{?ざ らざ ら して い る ・?茶 色 い}。

も っ と も、 「な か な か 」 と共 起 し うる述 語 を余す所 な く規定 す る こ とは難 しいが 、

共起 しや す い述語 を あ る程度 特徴 づ け る こ とは可 能で あ る。 「が ん こだ、手 強 い、

やや こ しい、 厳 しい、 や つか いだ 、 うるさ い(性 格)、 理屈 を言 う」 な ど とい つ た

述語 は 「なか なか 」 とよ く共 起 す る。 これ らは、対象 の 存 在 を実 感 させ るよ うな 、

手応 え とい う か抵抗 感 の 大 きさを 表 す もの で あ る。 また、 一面 で は 「扱 うの が容 易

で な い、 一筋 縄 で 行 か な い 」 とい う意味 合 い を持 つ こ とか ら、A用 法 につな が る と

も言 え る。

次 の よ うな 例 も、 気 象状 態 の 、体 感 され る手応 え の大 きさ を表 す 。

(36)な かな か暑 い。 (入 江)

(37)な か な か 寒 い。 (入 江)

また次 の よ うな例 も、 対 象 の一 種 の存 在 感 の大 き さを示 す もの と言 えよ う。

(38) な か な か派 手 な宣 伝 。

(39) なか な か リア ル な話 。

なお 、B用 法 の 「なか な か 」は 、何 か の外 的対 象 や状況 へ の程 度評 価 とい う特 質

を持 ち、 話者 の主観 的 な情 意 そ の もの を限 定 す るこ とは難 しい よ うで あ る。 申1m

 (40)?今 日は なか な か うれ しい。

3 「な かな か 」 と 「結構 」

「な か なか 」に比 較 的類 似 した意 味 特 徴 を有 す る副詞 に 「結 構 」 が あ る。

「結 構 」は 、概 略 「予想 され た(通 常 小 さい)程 度 を基 準 とす れ ば、 小 さ い とは
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言 えな い程 度 」を表 す と考 え られ る。渡 辺(1987)に は 、 「結 構 」が 「優性 の評価 」

を受 け る述語 と共 起 す る旨 の指摘 があ り、 これ は、本 稿 で述 べ た 「な かな か 」の共

起 制 限 と共通 の 側面 を有 す る(も つ とも、渡 辺 氏 も指 摘 され るよ うに、 「結 構 」の

共 起 す る述 語 の範 囲 につ いて は、 話者 の 年代 な どに よる変 異 も考 え られ、 な お 明 ら

かで な い 点が あ る)。 た だ し、筆 者 の語 感 で は 「この板 は結 構 ざ ら ざ らして い る」

等 は別 に不 自然 で はな く、rな か なか 」 に比 べ れば共起 す る述 語の 範 囲 は広 い 。

 さ て 、fな か な か 」 は 「予想 以 上(予 期 した 以上 〉 」の 程度 を意 味 す る とす る記

述 が辞 書 類 な ど に多 く見 られ る(例 え ば 『大辞 林 』、 『使 い方 の分 か る類語 例 解辞

典 』)。 この 点 につ いて検 討 してみ よ う。

 な るほ ど、 もと も と 「見 くび れ ない程 度 にPで あ る 」 こ とが は っ き り知 られ て い

た状 況 で わ ざわ ざ 「なか な か 」を用 いて 「見 くびれ な い程 度 にPで あ る 」 と断 定 す

るの は ご く普 通 の談 話 で は無 意 味 な こ とで あ る。 しか し 「見 くび れな い程度 にPで

あ る」 と知 られ て い なか っ た とい うこ と と、 「見 くびれ る(低 い)程 度 にPで ある 」

と予想 されて い た とい う こ ととは異 な る。

(41) 結構絵 が お 上手 で す ね 。

(42) なか なか 絵 が お上 手 で すね。

上例 を比較 す る と、(41)は 相 手 の絵 の下 手 さ の予想 を通 常 含 意 す る が、(42)は 必

ず しもそ うで はな い 。相 手 の絵 の腕 前 に関 して何 らの予 想 が なか つ た、 いわ ば 白紙

の 状況 で も使用 し う るgつ ま り、 「な か なかPJは 、必 ず しもPの 程 度 の低 さの 予

想 を含 意 す るもの で は な い。(41)の よ う に言 わ れ たな ら単 純 に喜 ぶ こ とはで きず、

場 合 に よ って は失礼 な発 言 と受 け止 め られか ね な い だろ う。 も っ とも 、(42)の 発 言

も、相 手 に よって は 、 失礼 に感 じ られ る場 合 が あ るか も しれ な いが 、 そ れは 、 「見

くび りう る程度 のPで あ るか 否 か 」 とい う問 題 意識 を持 つ 事 の不 適切 性 に よ るので

あ って 、 下手 さの予 想 か ら生 じ るもので は な い。 ・t>〉

 無 論 、 「なか なかPJが 、 実際Pの 低 さ が予 想 さ れ る状 況 で 用 い られ る こと は少

な くな い。 「ああ見 えて な かな か ～ 」、 「あ れ でな かな か ～ 」な どと い った言 い方

な どは この典 型例 で あ る といえ る。 二例 あ げ る。

〈43) ご らん の と お り身装 をか まわ な い 子 だ がね 。 こ う見 え て なか なか頭 は い い

   の だ よ。 (宮 尾)

(44) あ な たもな かな かや るな。

4 結論

 本稿で は、副詞 「なかなか」の、特 に程度限定 の用法に関 して、その特性 、使用

条件を記述 し、程度表現における尺度方向性 との密接な関連を指摘 した。通時的な
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考 察 は 一切 省 略 したが 、恐 らく、 こ こで 述 ぺ た ような形 で のB用 法 で の 「な か なか 」

の共 起制 限が 生 じたの は 比較 的近 年 の ことで あ ろ うと想 像 され 、 そ れ が生 じ るに至

つ た事 情 の解 明 が望 まれ る。 また 、共 時 的 な記 述 に限 つ て も、 まだ 不 充分 な 点 も多

く、程 度 を限定 す る語類 全体 の中 で の位 置 づ け な ども 当然 考 え るべ き問 題 で あ るが 、

すべ て今 後 の 課題 と して筆 をお く。

* 注

*1) そ れぞ れ 陳 述副 詞 、程 度 副詞 と して の用 法 で あ る とい つ た見 方 を支 持 す るも の

で は な い。

*2) 文 末 にナ イ 、 マ イ、 ズ を有 す る文 を指 す。 他 に、 反語 の文 にお い てA用 法 が 生

ず る可 能性 が あ る。 下 記 は古 い例 で 現代 語 の 用 例 として の適 切 性 が疑 われ る が 、参

考迄 にあ げ る。

(45) ど う して そん な こ と言 つた っ て 中 々聞 くもので す か 。 (夏 目漱 石P吾 輩 は

   猫 で あ る 』)

*3)広 義の 程 度 性 に関 す る議 論 につ い て は、 服 部(1993,1994)な ど を参照 され た

い。形 容 詞(例:難 しい)、 形 容 動詞(大 変 だ)、 動 詞(が ん ば る)、 な どを含 む 。

また 、 「なか な か上 手 に書 い た 」 の よう に 「な か なか 」が 直 接 に は、 程 度性 を有 す

る副詞 類 を限 定す る こ とも可 能で あ る。

*4) まれに 「な かな か にaの 形 を とる こ とが あ る。

 〈46) な か なか にむず か しい注 文で 、 カ メラ はベ テ ラ ンのSが 選 ばれ た。 (池 波

*5) こ こで い うA用 法 とB用 法 の間 の 意味 特徴 の 共 通点 に、 よ り強 く着 目す る見 解

と して 、 上 に述 べ た 森 田氏の 記 述 が あ る。 そ の要 点 を以下 に示 す。

(47) 「 【 「な かな か 」 には 】"か ん た ん には その よ うな 状 態 に達 しな い"と い

  う意識 が あ る。 【申略 】そ れが 、 【以下 】な どの よ うな例 に 分 化 す る 」

1 あ まり例 を見ないほ ど際立 った状態

 なかなかしゃれたネクタ イ

2 予想 を超 える高い程度

  なかなか追力があ るね

3 実現実行の困難 さ

  なかなかむずか しい

  硬 くてなかなか噛めない

  なかなか手に入 らぬ品

4 実現 までに時間がかかる様子

  バスはなかなか来ない
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な か なか 雨 が降 って 来な い   以上 、森 田(1989)よ り

 お よ そ森 田氏 の用 法1と2は 筆 者 のB用 法 に 当た り、3は 中 間 的領 域 を含 み 、4

はA用 法 に 当た る もの と考 え られ る。

 筆者 の い うAB両 用法 の共 通 点 を 「"か ん た ん にはそ の よ うな 状態 に達 しな い"

とい う意 識 があ る」 とい う形 で 抽 象化 して 、 これ を 「な か なか 」の 意 義特 徴 で あ る

と考 え る こ とは 可能 で あ る か も しれ な いが 、 そ こか ら直 ち にA用 法 、B用 法 の使 用

条件 が演 繹 され るわ けで は な い。 例 えば 、B用 法 の場合 、" (被 害 状 況 が)か ん た

んに は これ ほ どの ひ どさに は達 しな い"と い う意識 を背景 に して発 話 した として も、

「被 害 状況 はな かな か ひ ど い 」 とい う文 は不 自然 な ように 思 われ る。 このよ うな使

用上 の 制約 条 件 は結 局B用 法 に 固有 の 特性 として記述 しな けれ ばな らな いか ら、 何

らか の レベル で はA用 法 とB用 法 の 区別 を行 わ な けれ ばな らな い。

 また 、 「"か ん た ん には その よ うな状 態 に達 しな い"と い う意 識 」 と、 「な かな

か ～ 」の 表 す事 柄 との関 係 が 、A用 法 とB用 法 とで は異 な って い る点 に も注 目 しな

けれ ば な らな い。 つ ま り、 「この ネ クタ イは なか な か売 れ な い」で は 、 「この ネ ク

タイ は か ん たん にそ の よ うな状 態 に達 しな い 」 とい うこ とは、 まさ に この 文の発 話

に よ り断定 され る と こ ろ(の 少 な く とも一 部)に 他 な らな い。 こ こで 、 「そ の よ う

な状 態 」 とは、述 語 「売 れ な い ユの否 定 で あ る 「売 れ る(売 れ た)」 状態 で あ る。

しか る に、 「この ネ ク タ イは なか なか しゃれ て い る」 とい う文 の発 話 は 「この ネ ク

タイ はか んた ん には この よ うな しゃれて いな い(述 語 「しゃれ た 」の 否 定)状 態 に

達 しな い 」 とい う こ とを断 定 す る ので はな い。 か とい って、 「このネ ク タイは か ん

た ん には この よ うな しゃ れ た状 態 に達 しな い 」 とい う こと を断 定 す る とも言 えな い。

む しろ一 般的 な ネ ク タイ の洒 落 度 合 の分布 状 況 等 を背景 に して、 この ネ クタ イ の度

合 を評 価 す る と言 え る。 (も つ と も、 先 に述 べ たrな か なか 変 え に くい 」 とい っ た

例 は こ う した点 で も 中間 的 な性 質 を持 つ)。

 以 上 の2点 か らも、や は り典 型 的 にはA用 法 とB用 法 の 区分 を設 け る事 が、 意味

記 述 の手 順 と して 生 産的 な よ うに思 われ る。

*6)た だ、 厳 密 には 常 にP'の 成 立 が望 ま しい と考 え られ るわ けで は な い。例 えば

(47)で は 、文 脈か ら見 て、 「止 ま る」 こ とが望 ま しい とみ な され て い る とは必 ず し

も言 えな い。 この点 で 、 期待 とい う語 を用 い る こ とには問 題 が残 る。

(48) 共通1次 が始 ま っ た当時 、 大学 行政 に通 じた文 部省 の 幹部 が 自信 あ りげ に

  こ う言 つ た。 「大学 とい う とこ ろは、 走 り出 す まで は 時間 が か か るが 、一

  度動 き出せ ばな か なか 止 ま らな い 。今 度 の入試 は国 大協 主 導 で すか ら長 続

  き します よ 」(朝 日88.1、22)

*7) 次 の よ うに推 量判 断 を行 な う場 合 は 別で あ る。

 (49) {会 っ た こ とは な いが、 評 判 か ら考 え る と)と うも彼 女 は美 人 だ。
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*8) 「大 小、 長短 」 とい った対 語 で の順 序 も こう した無 標 性 を反 映 す る。 た だ し

「軽 重 」 (× 重軽)な どは この例 外 とな る 。

*9) もつ と も、(物 理的 な対象 に関 して)「 なか な か大 きい 」 に比 べ る と 「な か な

か 長 い 」 と言 え る状況 はや や限 定 され る。 「長 い」 は 「大 きい 」に比 ベー 面 的 な属

性 だ か らで あ ろ うか 。

*10) この点 で は 「な か なか 」は 、 渡辺 実 氏 の 「結構 類 」(渡 辺(1987)〉 お よび 、

「か な り」、 「相 当 」な どと共 通 の性質 を持 つ。 この点 は 佐 野 由紀 子 も指 摘 して い

る(同 志 社女 子 大学1993年 度 卒業 論 文 『程 度 副 詞 の共起 制 限 につ いて 』)。 た だ し

「今 日は な か なか気 分 が い い 」 とは言 え る 。 「気分 」 とい う対象 が存 在 す る か らで

あ ろ う。

*11) 飛 田 ・浅 田(1994)に 、 「な かな か 」は 「程 度 が 平均 を 上回 っ て い る こ とを

上 か ら見 て評 価 す る暗示 があ り、 目上 に向 か つ て用 い る場 合 に は注 意 を要 す る」 と

あ り、 「部 長 は ゴル フが なか なか お 上手 で す ね。 (も っ と う まい 自分 が見 て 見所 が

あ る と思 う)Jと い う例 示 が あ るの は、 この 点 を述ぺ た もの か と思 わ れ る。 も っ と

も、 上 の発 話 が 必 ず 「もつ と う まい 自分 が 見 て 」とい う含 み を も た らす わ けで は な

い。下 手 な者 で も他 者 の 上手 さを軽 視 出来 な い程度 であ る と評価 す る こ とはで きる。

 な お、 絵 の大 家 に(42)の よ うに 言 えば 明 らか に失礼で あ るが 、 そ の場合 は 「な か

な か 」 を用 い ず単 に 「絵 がお 上手 で すね 」 と言 った と して も失礼 と思 わ れ る。

* 用 例 の 出典

池波 正 太 郎 食卓 の つ ぶや き(朝 日文庫)、 イ ッセ ー尾形 の人 生 カ タ ロ グ(朝 日文

庫)、 入 江 相 政 日記(朝 日文庫)、 内 田春 菊 もん もん シ テ ィ ー(文 春 文 庫)、 奥

井一満 タ コ はいか に して タコ に な ったか(光 文社)、 筒 井 康 隆 あ るい は酒 で い

っ ぱ いの海(集 英社)、 宮 尾 登美 子 ク レ オパ トラ(朝 日新 聞 連載)、 徳 捌 夢 声 の

問答 有 用(朝 日文庫)、 朝 日新 聞 の記 事(CD-HIASK'88-'93、 日外 ア ソ シエ

ー ヅ) 、毎 日新 聞 の記 事(CD一 毎 日新 聞'93、 日外 ア ソ シエ ー ヅ)
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A semantic analysis  of the adverb 'nakanaka'

Tadasu Hattori

    This paper aims at explicating the basic semantic properties of the adverb 

'nakanaka' and the selectional/pragmatic restrictions deriving from them .

    Uses of 'Nakanaka' can be classified into two types (partly overlapping 

each other), namely, (i) as a modifier to a predicate taking a negative ending, 

and (ii) as a modifier to a gradable predicate.

    In the usage (ii) nakanaka has a peculiar co-occurrence restriction to the 

predicate it modifies, which is correlated to the marked/unmarked oppositions 

observed in scalar predicates.
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